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1. 諸言 
精密重合法の一つであるリビング重合法は，繊維表面等の改質のための高密度表面グラ
フト重合等へ応用が可能であり，高付加価値のある繊維材料構築のための重要な技術の一
つである。一方，リビング重合法によって機能性高分子材料を合成する技術も更なる検討
が必要であり，その重合手法を生かす方法論が求められている。本研究では，生体膜構成
成分であるリン脂質（ホスホリルコリン基）を有するバイオミメティックモノマーMPC を
用い，①バイオミメティックナノケージの合成および②ナノ繊維状のウォームおよびベシ
クルのワンポットリビングラジカル重合法にて検討した。 
2. 実験方法 
① 2-(dimethylamino)ethyl methacrylate (DMA) お よ び 2-(methacryloyloxy)ethyl 
phosphorylcholine(MPC)をポリエチレンオキシド(PEO)マクロ開始剤より逐次重合し，
PEO-DMA-PMPC トリブロックコポリマーを合成した。ワンポットにて集合体を簡単に得
るために，9:1 イソプロピルアルコール(IPA)／水混合溶媒中で，Cu(I)Br およびビピリジ
ンを用いた原子移動ラジカル重合系にて 40 ℃で合成した。得られた ABC トリブロックコ
ポリマーは，本溶媒中にて MPC をコア，DMA を内部シェル，PEO を外部シェルとするオ
ニ オ ン ミ セ ル を 形 成 す る た め ， 内 部 DMA シ ェ ル だ け を 選 択 架 橋 可 能 な
1,2-bis(2-iodoethoxy)ethane を用い，5 日間架橋反応を行い，シェル架橋型（SCL）ミセル
を得た。得られた SCL ミセルを透析することで，目的のナノケージを得た。 
② PMPC の水溶液特性を生かし，①とは逆に PMPC を分散安定剤（シェル）として用い
る重合をRAFT（Reversible Addition Fragmentation Chain Transfer）重合系にて行った。 
3. 結果と考察 
MPC をコアとするミ
セルの合成は，右図に示
すスキームに従い行っ
た。ABC トリブロック
合成段階のATRPでは，
40 ℃にて通常の ATRP
条件で重合が進行し，逐
次モノマー添加後も重
合がスムーズに進行した。架橋後に得られたシェル架橋型ミセルを透析し IPA を除去した
ところ，内部が水で満たされた人工リポソーム型ナノケージが得られた。これらの構造は，
AFM によって詳細に検討した。②ついては，研究報告会にて発表する予定である。 
Fig.1  One-pot synthesis of shell cross-linked micelles at 10 wt. % 
solids using a PEO-PDMA-PMPC triblock copolymer. 
 
